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小中学校で学ぶ防災・事前復興教育プログラム 

ロールプレイングディスカッション～大災害からの復興を考える～ 
（愛媛県立宇和島東高等学校） 

 

 

この試行授業は，宇和島東高校 1年 7組（商業科進

学クラス）にて実施した。生徒数が 38名，男子と女

子の共学クラスである。 

 

 

【１時限目】は，4項目の事前学習を行う。 

(1) 南海トラフ地震による大災害の可能性 

(2) 私たちのまちに起こること 

(3) 被災後の生活を想像（模擬アンケート） 

(4) 私たちのまちと生活の再建 

 

「1．前置き」では，授業への導入として，日常の行

動と非日常（被災後）の行動をイメージする。 

 

 

 

「2．事前学習」の(1)では，“南海トラフ地震による

大災害の可能性”を理解する。この地震は 100 年か

ら 150年の時間周期で発生する大規模地震ハザード

で，次回が最大規模となる可能性があり，宇和海沿

岸は 10mを越える津波高となることなどを説明。 
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(2)では，“私たちのまちに起こること”を知る。 

学習①は，南海トラフ地震の可能性によりまちに起

こること（大災害，ハザードマップの意味）を知る。 

 

 

学習②は，“被災後の生活（直面すること）”，“まち

と生活の再建”について知る。 

 

(3)では，“被災後の生活”を想像する。その理解を容

易とするために，【模擬アンケート】を実施する。 

以下に，最初からの内容の数例を示す。 

Q1：あなたと家族の住む家（実際の生活の場）が受

ける被害を想像する。 

 

 

Q2：災害発生直後の“避難生活”を想像する。 

 

 

Q3：復興が進むまでの“当面の居住先”を想像する。 
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問1 巨大な南海トラフ地震により，

あなたの住む家が受ける被害は何でしょう？

選
択
人
数
（人
）

津波浸水

強い揺れ

液状化
火災

斜面崩壊

無被害 不明
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問2 あなたと家族は，地震直後に命を守った日からの

数日～数週間，どの場所で避難生活をすごしますか？

回
答
人
数
（人
）

避難所（公民館，体育館）

避難所

（テント等）
親戚宅 知人宅

無被害

不明
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Q5：自宅再建の意向（再建方法） 

 

 

Q6：自宅再建の意向（転居する人の理由） 

 

Q7：自宅再建の意向（希望する間取り・規模） 

 

Q8：自宅の再建や確保に，現時点で不安なこと 

 

Q9：災害後の家族構成 

 

Q10：就業の継続について予想されること 

 

以上のようなアンケートを介して，被災後の生活を

想像するための学習を行った。 
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問3(1) 復興までの数年間，再建までの当面の居住先

回
答
人
数
（
人
）

無被害
不明

仮設

住宅

みなし

仮設 公営

住宅

賃貸

住宅

親戚・知人宅

（近隣，県内）

親戚・知人宅

（県外）

まちを離れる
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問3(2) 入居条件の希望

回
答
人
数
（
人
）

不明

住宅

の質

入居

時間

場所

コミュニティ

の継続

支援・情報

の容易さ

仮設住宅

継続猶予
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問5 この地域にあなたと家族が暮らす自宅は

どのように再建しますか？

回
答
人
数
（人
）

同じ場所

再建

不明

違う場所

再建

災害公営

住宅

集団移転

民間賃貸住宅
現在近く，離れた場所
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問6 移転したい理由

回
答
人
数
（
人
）

不明

被害を受ける可能性

不安

仕事・学校の都合

同じ場所は

時間がかかりそう
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問7 希望する間取り・規模（面積）

回
答
人
数
（人
）

決められない

１ＤＫ

（40㎡台）

２ＤＫ

（50㎡台）

３ＤＫまたは２ＬＤＫ

（60㎡台）

４ＤＫまたは３ＬＤＫ

（70㎡台）
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問8 自宅の再建や確保において

現時点で不安なことについて

回
答
人
数
（人
）

不明
不安

なし

再建（建設）に

かかる費用

修理

費用

宅地整備

費用

ローン

家賃

敷地の

安全性

道路の復旧・幅員

親族等
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問9 自宅の再建などにより，

新たな生活を始めたときの“災害後の家族構成”
回
答
人
数(

人)

現在（災害前）と同じ

変化する

（一人暮し）

その他

自営業
市外で就職

後継者

漁業

市内で就職

年齢

農業 継続

費用
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業種 就業の継続 廃業の理由

問10 就業の継続について
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回
答
人
数(

人)
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【2，3 時限目】で，ロールプレイング・ディスカッ

ションを行う。 

 

 

 

【2時限目】は，前回の事前学習の復習から始める。 

 

 

 

 

 

 

特に，“私たちのまちの再建”については，「いつも

の生活」と「被災後の生活」，それを構成する住民と

行政，産業，文化を想像し，再建における 2つのテ

ーマ（居住の判断，新しいまちづくり）を意識する。 

楽しみ

26%

普通

74%

うんざり

0%

問3 次の「ロールプレイング・ディスカッション」

あなたの期待度は？
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まず「議論のためのグランドルール」を学ぶ。 

ディスカッションは，“立場による意見対立の存在”

を知り，“よりよい「合意」”を得るという社会シス

テムの学習としても取り組む。 

 

 

 

ディスカッションの内容に応じて，設定した立場を

提示する。今回は住民の立場のみを割り当てた。 

〔立場の設定〕以下を共通事項とした。 

・家族あり（親，結婚，子供） 

・持ち家あり（親の家，新築など） 

・郷土愛あり（教師情報より，種々に考慮） 

・何らかの被災（直接的な被害または間接的な被害） 

 

今回は，3～4 人が 1 グループとなって，各々に R1

～R10の立場の一つを割り当てた。 

また，授業の進行には ICT 技術（今回は「ロイロノ

ート・スクール」と iPad）を用いた。今回は立場カ

ードを紙面で配布したが，それもネット配信が可能。 

 

 

 

ディスカッション（1） 

テーマ：あなたは，このまちに住み続ける？ 

前 提：自分たちを育んでくれた素晴らしいまち 

3 つのカードより，自分たちの住民の立場による意

向と理由を考える。それをロイロノート上で提出し，

全員に公開する。 



高校生の教育プログラム（ロールプレイングディスカッション：宇和島東高校） 

－149－ 

 

 

意思表示後にファシリテータ（教員）が情報を注入

し，意向と理由を修正提出する。各々が発表する。 

 

 

 

ディスカッション（2） 

テーマ：まちの復興計画をどうする？ 

前 提：自分たちは，このまちに住み続けたい 

 

 

計画を提示する前に，予備知識として，災害からの

復興の事例を示す。 

 

 

 

教員が行政役となって，復興計画案を提案する。 

・二度と津波災害を受けない。 

・高台を造成して，地区ごとに防災集団移転を行う。 

あわせて，簡単に留意点を示す。 
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ディスカッション（1）と同様に，賛否の選択カード

を 3枚渡す。立場から想像を巡らせて賛否と理由を

考える。 

 

以下は，授業風景。 

 

 

 

 

 

1 回目の意思表示後にファシリテータ（教員）が情

報を注入し，意向と理由を修正提出する。2 回目の

提示後に，各々が考えた理由を発表し，意見する。 

ここで，ファシリテータは，“安全”“資金”“まちの

良さ”など，何を重視したか？と聞くなど，進行方

法を工夫するとよい（今回の反省点）。 

 

 

今回，時間内に実施できなかったことを今後，試み

たい。まずは，以下のことは必須としたい。 

・立場を入れ変えたディスカッション 

・行政等の立場を加えたディスカッション 
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【授業を終えてのアンケート結果】 

※授業終了後に配布し，後で記載・回収した。 

※1時限目と 2・3時限目の実施日は 1週間空いた。 

 

Q1：授業の感想 

2・3時限（ロールプレイング・ディスカッション）

は 8割近くの生徒が楽しい・面白いと思っている。 

 

 

Q2：勉強になったと思う授業の順番 

2・3時限（ロールプレイング・ディスカッショ

ン）が 1，2番を争う。特に 2時限目が 5割以上。 

 

 

Q3：1時限目の授業の理解度 

よくわかった・わかったが 6～8.5 割，ほぼわかった

を合わせると 9割前後となる。“被災後の生活”から

“まちと生活の再建”の理解度が下がっている理由

は，馴染みが薄い情報だったためと思われる。 

 

Q4：2，3 時限目の授業の進め方（内容の理解度） 

授業は，全体を通しておよび各項目において，ほぼ

理解された状況の中で進められている。何を理解し

たかを具体的に聞いていないが，災害後に直面する

状況を知ったという意味合いであると推察される。 

また，今回は相互のディスカッションが行えなかっ

たので，中途半端な状況での回答でもある。 

 

 

Q5：この授業が，将来のその日に役立つか？ 

「その日」は，南海トラフ地震，巨大災害へ直面す

る日から復興・生活再建までのことを指すことは理

解されていると思う。それに対し，74％の生徒が有

益な学習を得たと回答している。無回答もあるが，

“思わない”が 0％であることは意義深い。 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時限目

2時限目

3時限目

1時限目 2時限目 3時限目

楽しかった 7 11 12

面白かった 9 14 16

つまらなかった 1 1 1

普通だった 18 9 6

問1 1～3時限の授業の感想

楽しかった 面白かった

つまらなかった

普通

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時限目

2時限目

3時限目

1時限目 2時限目 3時限目

1番 32% 56% 37%

2番 7% 33% 47%

3番 61% 11% 17%

問1(3) 1～3時限の授業で，

あなたが勉強になったと思う順番

回答者率

１番 ２番 ３番
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問2 全体を通してと各々の授業内容の理解度

意味不明

難しかった

ほぼわかった

わかった

よくわかった

回
答
人
数
（
人
）

南トラ地震

大災害の可能性

まちに起こること

被災後の生活

まちと生活の再建
全体
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問2 ロールプレイングディスカッション

授業の進め方（内容の理解度）

意味不明

難しかった

ほぼわかった

わかった

よくわかった

回
答
人
数
（人
）

全体
みなさんの

立場

意向と理由を

考える

（ディスカッション）

議論の

ルール

思う

74%

思わない

0%

無回答

26%

問3 授業（1～3時限）を受けたことが，あなたの

将来のその日に役立つと思いますか？


